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のような

として

ミリを超えるよう

ら成る結晶片岩の中に、周りを

に伸びた鉱物(1JUえ

べて に屈まれ」、

のグループ)

10ミクロンから時には

られることがある O そ

ーっとしてマイクロブーディン構造と呼ばれているものがある O

したときにできるもので、針状鉱物が、その伸びている

ンブチンと割れて離れた構造である O この構造ができるためには、針状鉱物は

るような挙動をするであろうし、周りを取り閤んでいる石英は、例えば水飴のように流れるよう

な挙動をしなければならないであろう O 針状鉱物がプチンと割れて離れた隣聞に石英が流れ込んだよ

うに見えるからである O ところで、針状鉱物に加わる力の大きさが、その

を超えたときには、その針状鉱物は、割れるだろうし、力の大きさがその値まで達しない場舎に

は、割れないだろう O ということは、この構造を調べることにより、その岩石に加わった力の大きさ

が評価できるということになる。この構造は、変成岩がどのくらいの大きさの力を受けたのかを知る

のに、大変便利な道具として、使えるということである O

1と2は、この構造がどのように発達していったのかを見るのにひじようにいい例である O 特

に隙間の広さに注目して欲しし〉。一番広い際関は、中央部のもので、その次に広いのは、

央部付近と左半分の中央部付近、その次のはそのまた

、フ9

'--

りの中央部付近といった具合いである O これは、針

状鉱物はほぼ中央で割れるということを

るO 中央で割れて離れてしまえば、 1本が 2

てしまい、それぞれが 1本の針状鉱物として挙動し、

また中央で割れて、離れて、またまた………、という

ように、もしも力がとてつもなく大きければ、延々と

この過程がつづくものと思われる O 昔流行った筑波山

りの口上で、 1枚が2枚、 2枚が4枚、
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;，，_1 つかっているかを示している O 実のところ、ほとんど

の高圧タイプの変成帯で多かれ少なかれ、こ

していることが分かった。この閣は静大地球科学

科の学生だった五十嵐貴子、栗山満葉、渋谷朝紀君ら

の東奔西走の賜である O
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図:マイクロブーディン構造が見られた場所
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写真 1 紅簾石のマイクロプーディン構造。周円はすべて石英。隙聞にも石英が入門込んでいるこ

とに注目。この割れ目は薄片室でできたのではない。偏光顕微鏡で、オ プンニコルで撮っ

た。幅約 2mm。三波川変成帯四国中央部で採取した石英片岩。

写真2 写真 lと同じ。クロスニコル。
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写真 4:紅簾石の薄片写真。
オープンニコル。幅約

3 mm。三波)11変成帯、
静岡崇天竜地域。天竜

地域は、三波)11変成帯
の中では、マイク口

ブーヂィン構造の割れ

方がいちばん少ない地

ま或である。

写真3 藍関石のマイク口ブー

ヂィン構造。偏光顕微

鏡で、オープンニコル

で撮影。幅約12mm。三

波)11変成害、和歌山県
で採取した石英片岩。

非常にたくさんの藍閃

石が割れている。
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写真5:肉眼でもマイク 2ブー
ディン構造が識別でき

る。この岩石は三波川

変成帯の四冨東部の石

英片岩である。双眼実

体顕微鏡で揖影。野外

でjレーぺで見ても、こ

のぐらいに見える。横

幅約 2mm。


